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要約
柔道と護身術を融合した体育実習の
心理社会的効果の検討
一鹿児島国際大学の事例一
亀丸政弘
日本柔道の競技力は世界トップレベルにあるが，近年の柔道人口は減少傾向にあり，大学の
共通教育においても柔道の選択校は少なく，受講希望者も授業の成立に影響するほど少ない状
況にある。平成24年度から全面施行される中学校男女の武道必修化は戦後では初めての制度化
であり，教育再生に大きな期待が寄せられている。今回，大学柔道の現状と将来を見据えて，
事例研究として大学生を対象に柔道と護身術を融合した体育実習を１学期間（１５週）実施し，
心理社会的観点からの効果を調査してみた。従来の競技柔道中心では身体の健康や体力あるい
は技術面が重視されがちで心理的社会的視点が軽視されがちであったという認識に基づくもの
である。調査方法は４つの心理社会的変数による調査及び学生による授業評価と感想文を用い
て実習の効果を検討してみた。その結果，一時的な感情的，自覚的観点からは一定の効果が見
られた。また，学生評価や感想文からは顕著な効果と影響を見ることができた。しかし，‘恒常
的な精神的，社会的側面の影響までは明らかにするには至らなかった。体育授業において，教
材の価値と魅力と冒険（スリル）は三要素ともいわれ（根上，2010)，今回の柔道実習に護身
術を導入した融合実習は学生の興味，関心と授業の三要素の視点から見て，最適な教材の一つ
になりうるとの仮説のもとに研究に取り組んだものである。
１体育教材としての柔道の経緯
１）学校体育としての柔道
平成元年（1989）に告示された学習指導要領において，「格技」は戦前に使用されていた「武
道」に名称変更になった。戦後の昭和26年に学校体育として復活した「柔道」が新たに「日本
の伝統文化を尊重する｣，また「伝統的な行動の仕方を重視する」との改定の趣旨から「格技」
から「武道」となり，日本古来の伝統文化を重視する方向を鮮明にしたところに大きな特徴が
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見られる。
平成元年の学習指導要領改定では．男女とも「武道」と「ダンス」の中からの選択必修とな
り，この頃から女子柔道大会も盛んに行なわれるようになり，女子の競技人口は急速に増加し
ていった。しかし，男子の競技人口は学校柔道においても増えることはなく減少傾向にあり．
現在では全盛期の約半数に落ち込んでいるとの報告もある◎近年の人口の少子化と競技種目の
多様化，なかでも人気のある球技種目に圧倒された状況にある。
平成24年度から全面的に施行される今回の中学校における武道必修化の趣旨は「武道を通じ
てわが国固有の伝統と文化に親しみ，勝敗を競い合う楽しみや喜びを味わい，礼儀作法や相手
への思いやりを習得することにある」とされている。わが国の伝統的な考え方を理解し，日本
古来の伝統文化を尊重することが必修化の基本的なねらいとなっている。
学校教育が荒廃しているといわれる今こそ，武道の必修化による教育再生を目指すことは時
宜を得ており，武道をすべての少年男女に体験させることは．日本の伝統と歴史を重視する日
本人の育成に大きく寄与するものと期待される。また，教育の大きな目標である「生きる力｣，
｢生活力」の育成の観点から見ても武道の必修化は大きな前進と見られる。ただ，この際に注
目すべきことは，単に伝統文化の継承ではなく如何に現代化し，社会化や生活化に結びついた
内容と行動でなければならないかであろう。また，教育現場としては，施設環境と指導者の充
足，安全指導等の問題が緊急の課題として懸念されるところである。
学校体育での柔道教材は．戦前と戦後の中学校を例に柔道の推移を概観すると下記のように
なる。
①明治44年柔道と剣道が正科の中で随意科として規定
②昭和１１年第二次改正学校体操教授要目必修「剣道及び柔道」から選択
③昭和１９年中学校体錬科教授要項必修の体錬科武道から選択
※戦後は学校教育から一時禁止（昭和20年～25年）
④昭和26年学習指導要領体育の中でスポーツ種目から選択
⑤昭和33年中学校学習指導要領必修の格技（すもう，柔道，剣道）から選択
⑥昭和44年中学校学習指導要領必修の格技（すもう，柔道，剣道）から選択
⑦昭和52年中学校学習指導要領必修の格技（相撲，柔道，剣道）から選択
⑧平成元年中学校学習指導要領武道及びダンスから選択必修格技は武道に名称変更
⑨平成20年中学校学習指導要領必修の武道（柔道，剣道，相撲）から選択
２）体育実習に護身術を導入した経緯
柔道と護身術の融合とは，同一授業内で15回にわたって柔道と護身術の両種目を並列的に融
合して指導，練習する方法である。
この融合授業で期待される効果は，今後の検証に待たねばならないが，身体的影響の他，受
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講者の興味・関心を充足させ，日本古来の伝統文化に接することによる精神面への影響，また，
生命の危機に直面する護身術の体験は冒険心と達成感を体感することが推測される。これらの
経験は，最近指摘されている学生のメンタルヘルスの問題や相手を思いやり尊敬する気持ち，
あるいはコミュニケー ション能力の向上にも好影響を及ぼすものと思われる。
また，大学基準協会「大学基準およびその解説」（平成21年改定）における大学のあり方と
して新たに加えられた「豊かな人間性の澗養」には競技力に偏らない武道文化の果たす役割は
大きいと思われる。
今回，ＦＤ活動の一環として大学体育プログラムの開発の中で柔道を核とした護身術との融
合実習に取り組んだ経緯と背景を下記のようにまとめてみた。
①全国的に柔道人口が減少している傾向にあり，大学における体育実習で柔道種目を採用
している大学は少なく，また受講希望者も極めて少ない状況にある。
②大学での実習授業は，中学．高校の延長線上にあり．新鮮味を欠く傾向にある。
③体育実習の教材に護身術を取り扱っている大学は極めて少なく，また柔道との融合的に
実施しているところは確認できなかった。
④最近，大学生でメンタルヘルスやコミュニケー ション能力に問題のある学生が増加し問
題となっている。
⑤柔道と護身術の融合実習の教材は,体育授業の３要素（根上,2010）ともいえる「価値」
と「魅力」と「冒険への挑戦」（スリル）の３つをバランスよく含み，最適な教材の一つ
と見られる。
⑥中学校男女の武道必修化の流れの中で，大学体育として武道（柔道）はどのように対応
していくかは，今後の大きな研究課題である。
⑦従来の競技柔道では体力や技能レベルの向上が中心となりがちであったが，心理社会的
効果の面からも注目すべきである。
２本学学生の体育実習科目の履修状況と健康状態
１）体育実習科目の履修状況
本学の現行カリキュラムは，表１に示すとおり学科により異なるが，履修要件は大きく履修
指定か選択かに２分される。また，２学科では２単位以上が卒業要件となっており。他の学科
では卒業要件とはなっていない。受講状況は表２に示すとおり，ｌ年次生が８割近くの77.7％
を占め，２年次生以上は合わせて22.3％であった。ｌ年次生の受講率は表３のとおり履修指定
になっている学科では１００％前後の受講率であるが，選択制になっている学科の場合は30～
50％となっている。
年間の設定受講コマ数は表４に示すとおり前期１１，後期１１の計22コマ，受講者数は全体で
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836名であった。受講種目は，バドミントン（６コマ，245名）が最も多く，次にバレー ボー ル
の（３コマ，129名）とバスケットボー ルの（３コマ，124名）となっている。受講種目は本人
の希望による自由選択で，事前登録によって制限人数（種目ごとに設定）を設けた上で，先着
順に受け付けている。今回の「柔道・護身術」は事前登録の時点では32名であったが，以前に
｢柔道」で募集していた時代は数名程の受識登録者であった。
なお，今回のカリキュラム改訂により平成23年度からは，体育，健康科学実習はスポー ツ実
習に名称変更となり，コア科目（スポー ツ実習Ｉ，Ⅱの２科目）と関連科目（スポー ツ実習Ⅲ，
Ⅳ，Ｖの３科目）からの榊成となった。
表ｌ学科別履修要件（平成22年度）
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表２受講者の学年別内訳（平成22年度事前登録）
表３１年次生受講者の学科別内訳（平成22年度事前登録）
l年次生 2年次生 3年次生 4年次生 合計
前期 305 5３ 2３ 2３ 404
後期 350 6３ 1３ １３ 439
合計 655 116 3６ 3６ 843
割合（％） 77.7 13.8 4.3 4.3
経済 経営 地域 現社 社福 児童
???、???
人文 音楽 合計
前期 9３ 3１ １ 2９ 4３ 8９ ８ 1２ ０ 305
後期 120 3５ 1０ ９ 5９ 7５ 2３ １７ ２ 350
合計 213 6６ 1１ 3８ １０２ 164 3１ 2９ ２ 655
入学者 234 122 4０ 3３ lll 173 6１ 7８ 3８ 890
受講率 91.0 54.1 27.5 115.2 91.9 94.8 50.8 37.2 73.6
表４種目別受講者数（全学年）
種目 前期
バレーボール 4２（１）
バスケット・ボール 8２（２）
バドミントン 8４（２）
エアロビッグダンス 2９（１）
ニュースポーツ
柔道・護身術 3２（１）
健康コース 1４（１）
サッカー 5１（１）
ソフトボール 4０（１）
テニス 4０（１）
合計 414（11）
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（）はコマ数
後期 合計
8７（２） 129（３）
4２（１） １２４（３）
161（４） 245（６）
1８（１） 4７（２）
2７（１） 2７（１）
3２（１）
1４（１）
4５（１） 9６（２）
4２（１） 8２（２）
4０（１）
422（11） 836（22）
※事前登録者と実際の受講者数との間には若干の相違がある。
２）健康状態
本学ｌ年次生の疾病状況（平成22年度）は，入学時に提出する診断書のまとめ（例年，保健
室報告）によると，表５のとおりであった。入学者数の約10％程度が現在療養中か既往症で
あったことが報告されている。毎年，保健室から資料として体育担当教員には提供されている
が，運動と直接に関連する疾患については「健康コース」を紹介するとともに通常の受講につ
いても一定の配慮をしているところである。また，心身の健康問題と密接に関連する全学生を
対象とした学生相談室の相談件数と相談内容は表６のとおりであった。１年間では男性で３４
件，女性では29件程度で男女差ほとんど見られなかったが，全学生数から比較すると男性より
も女性の相談件数の割合が多いといえる。相談内容では「対人関係」と「自分のあり方･性格」
が最も多く，31.7％を占め，次に「学業について」の14.3％で，男女ともこの３項目に集約さ
れた形であった。
表５入学時の疾病状況（保健室平成22年度） (件数）
学部別内訳 疾病による分類
経済学部 3２ 耳鼻咽喉科 1４ 瑞息 ５
福祉社会学部 3０ 呼吸器失陥 ８ てんかん ４
国際文化学部 2３ 皮間科疾患 ７ 心疾患 ３
消化器疾患 ６ その他 3３
泌尿器疾患 ５
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表６学生の相談件数と内容（学生相談室平成21年度）
男子 女子 合計 割合（％）
対人関係 １０ １０ 2０ 31.7
異性・恋愛関係 ２ ０ ２ 3.2
家族との関係 １ ０ １ １．６
サークル活動 ２ ０ ２
学業について ４ ５ ９ 14.3
将来のこと １ １ ２ 3.2
自分のあり方・性格 ９ 1１ 2０ 31.7
能力・学力 ０ ０ ０ ０
身体のこと ２ １ ３
経済面 １ ０ １ 1.6
アルバイト ０ １ １ 1.6
日常生活 ２ ０ ２
合計 3４ 2９ 6３ １００
３柔道・護身術の融合授業による心理社会的効果
１）目的
最近の大学の体育実習では，ＦＤ活動の推進と啓発の影響もあって，授業改革や改善を始め
として講義と演習や実習との組合せなど多種多様な形で展開されているが，スポーツ種目を同
一時間帯に計画的に融合して実施している例はほとんど見当たらない。
本研究は共通する種目特性を有する柔道と護身術を１学期間（15週）履修した学生を対象に
受講の前後に心理社会的にどのような効果が見られるかを調査・測定法を用いて検証しようと
したものである。融合授業に取り組んだ理由と背景については，すでに前述したとおりである。
ＦＤ研究の一環として，今後の柔道実習授業の参考となり，多くの学生に楽しく有意義に実践
してもらえば幸いである。中学校男女の武道必修化を想定した大学における体育実習の対応策
として，また現代学生の心身の健康問題に起因する退学，休学をはじめとする就学力，あるい
は卒業後の就業力の育成や学生生活に関わる諸問題の支援策の一助になることを期待したい。
2）方法
（１）調査時期と対象
調査時期平成22年４月～平成22年７月（前期・１５週）
調査対象柔道・護身術の受講学生２４名（男子22名，女子２名）
(2)授業計画
授業計画は柔道と護身術を同一時間帯に展開することから，柔道の指導内容は基本的な技能
に限定するとともに，練習内容を経験の有無や体力等でグループに分け，個別的に対応するよ
うに配慮した。また，護身術については幅広く基本的技術を修得するように心掛け，多くの相
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表７授業計画（内容）
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（３）授業過程
授業過程は表８に示したとおり，主に前半に柔道の内容を後半に護身術の内容を展開し，中
間に休憩を取り入れた。なお，授業の最初の段階では両種目に共通な基本動作を習熟するよう
に配慮し，護身術の技術指導では事前にＶＴＲを活用し，安全性と指導の効率化に努めた。ま
た，授業中は質疑応答の時間を多く設け，双方向性の授業に努めた。
表８授業の過程
３）調査・測定
（１）学期末の授業評価
実習授業後の授業評価をアンケートによって調査した。融合実習への興味．満足度の度合い
やストレス解消効果など９項目にわたって，ｌ「ない｣，２「あまりない｣，３「どちらともい
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手と交代で練習するように工夫した。具体的な授業計画は表７に示したとおりである。
時間 授業の経過??????????
整列・開始の挨拶・出欠・本時の予定・準備運動
主に柔道に関する内容
体
主に護身術に関する内容
整理運動・整列・本時の反省・次週予告・終了挨拶
週 柔道 護身術???????????????
ガイダンスアンケート
服装・礼法・基本動作
出足払約束練習
支釣込足約束練習
約束練習
大腰約束練習
払腰約束練習
約束練習
自由練習
大外刈約束練習
固技ｌ約束練習
固技２約束練習
試合，審判法ｌ
試合・審判法２
評価
ガイダンスアンケート
護身術の基本
片手取
徒手の部組み付かれた場合１
復習１
組み付かれた場合２
組み付かれた場合３
離れた場合ｌ
離れた場合２
武器の部短刀の場合１
復習２
短刀の場合２
杖の場合
拳銃の場合
評価アンケート
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えない｣，４「ある｣，５「大いにある」の５段階評価とした。
（２）感情尺度（MCL-2）
実習授業後の学期末の感情状態を測定するために橋本・村上（2011）が作成した快感情，リ
ラックス感，不安感の３因子，１２項目から櫛成される感情尺度（MCL-2）を用いた。
本尺度は，現時点での気持ちを回答するものであり，反応カテゴリーは，ｌ「全くそうでな
い｣，２「かなりそうでない｣，３「ややそうでない｣．４「どちらともいえない｣，５「ややそ
うである｣，６「かなりそうである｣，７「全くそうである」の７段階評価法からなっている。
（３）実習（連動）の自覚的効果
実習（運動）による心身への自覚的効果を測定するため,２５項目から構成された尺度を用い，
１５回（週）にわたる実習授業後に実施した。反応カテゴリーは，ｌ「全く当てはまらない｣，
２「あまり当てはまらない｣，３「変わらない｣，４「少し当てはまる｣，５「よく当てはまる」
の５段階評価法である。
（４）精神的健康パター ン診断検査（MHP-l）
この精神的健康パターン診断検査（MHP-l）はストレス尺度と生きがい尺度の２次元から
なる尺度で，ストレス尺度は「心理的ストレス」「身体的ストレス｣，「社会的ストレス」から
なる。生きがい尺度は「生活満足度」と「生活意欲」で構成されている。ストレスとＱＯＬの
両次元から４つのパター ン（｢はつらつ型｣，「ゆうゆう型｣，「ふうふう型｣，「へとへと型｣）に
分けられメンタルヘルスの状態を捉えるものである。
（５）成人用ソーシャルスキル自己評定尺度（相川・藤田）
この尺度は，６つの下位スキル尺度からなる35項目の質問からなる。第１因子は「関係開始」
８項目，第２因子は「解読」８項目，第３因子は「主張性」７項目，第４因子は「感情統制」
４項目，第５因子は「関係維持」４項目，第６因子は「記号性」４項目から構成される。
評点の方法は，ｌ「ほとんど当てはまらない｣，２「あまり当てはまらない｣，３「やや当て
はまる｣，４「かなり当てはまる」の４件法である。
（６）受講後の学生の印象と感想文
授業の印象については，受講した学生全員に学期末に箇条書きで書いてもらい，好意的な印
象と改善または要望事項に２分してまとめた。また，感想文は全員にレポートを提出してもら
い，その中の代表として２名の感想文を原文のまま掲載した。
４）結果と考察
（１）本学学生の精神的健康状態
学生の精神的な健康状況について，最近５カ年のｌ年次生男子485名，女子399名を対象に調
査した結果，表９のとおりであった。「はつらつ型」は男女ともほぼ同率であったが，「ゆうゆ
う型」は男性に多く，「ふうふう型」と「へとへと型」は女性に多い傾向にあった。
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一方，比較対照の大学生と比べると，本学の男子の場合，「へとへと型」と「ゆうゆう型」
の割合が明らかに多く，「はつらつ剛」と「ふうふう型」が少ない傾向にあった。女子では「へ
とへと型｣が多く，「はつらつ型」が顕著に少ない傾向にあった。男女に共通して言えることは，
本学の学生はストレス適応型とされる「はつらつ型」が少なく，ストレス不適応型で問題視さ
れる「へとへと型」が多い傾向にあることである。
表９桁神的健康パターンの割合（％）
はつらつ型 ゆうゆう型 ふうふう型 へとへと型
男子（､=485） 31.8 24.5 14.4 29.3
女子（n=399） 31.3 19.0 17.5 32.1
全体（､=884） 31.6 22.1 15.8 30.5
※ｌ対象群はｌ年次生男子485端．女子399ﾒi′i，合計884名であった。
※２桁神的健康パターン診断検炎（ＭＨP-1.111学生～成人用）による。
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（２）学期末授業評価
期末授業評価の結果は表１０に示したとおりである。「護身術への興味｣や「実習内容の理解｣，
あるいは「身体活動への興味」に肯定的回答を示す者が70％以上に達し，護身術と身体活動へ
の商い興味と内容がよく理解されていることが伺われた。その他，「受誰の意義」や「満足度」
についても７割近くが肯定的な評価をしていた。しかし，「日常生活への効果」については効
果を認める者は３割程度であり，生活化するまでには至っていないことが示唆される。
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表１０実習体験後（期末）の意識
項目 肯定的回答④⑤
護身術への興味 87.5
受講しての満足度 66.7
ストレスの解消効果 45.8
身体活動への興味 75.0
コミュニケーション効果 4５ ８
実習内容の理解 7５ ０
日常生活への効果 3３ ３
実習を受講した意義 6６ ７
健康増進の効果 54.2
(％）
どちらでもない③ 否定的回答①②
０ 12.5
25.0
33.3 20.8
12.5 12.5
33.3 20.8
20.8 4.2
37.5 29.2
29.2 4.2
33.3 12.5
（３）実習体験後の感情
実習授業後の感情状態の調査結果は表11に示すとおりであった。設問に対して，①「全くそ
うでない｣，②「かなりそうでない｣，③「ややそうでない」を否定的な回答，⑤「ややそうで
ある｣，⑥「かなりそうである｣，⑦「全くそうである」を肯定的回答として．④「どちらでも
ない」に３分類して集計したものである。その結果「いきいきしている｣，「リラックスしてい
る｣，「穏やかな気分である｣，「落ち着いている｣．「ゆったりしている」などプラスイメージの
心理面を６割程度以上が認めている。一方「不安である｣，「くよくよしている」などマイナス
イメージについては肯定するものよりも否定する者が，やや多い傾向にあることから，全体的
には実習授業は心理的に好影響を及ぼしていることが示唆された。
下位尺度の快感情，リラックス感，不安感の３尺度から見た結果は図３のとおり，リラック
ス感には約60％，快感情には50％の者が肯定的であり，不安感を肯定する者は少ない傾向に
あった。逆に，快感情とリラックス感を否定する者は少ないことから'快感情とリラックス感に
は好影響があったと見られる。
表１１実習体験後の感情尺度（MCL-2） 件数（％）
項目 肯定的回答⑤⑥⑦ どちらでもない④ 否定的回答①②③
生き生きしている 1５（62.5） ２（8.3） ７（29.2）
リラックスしている 1４（58.3） ４（167） ６（25.0）
不安である ８（33.3） ６（25.0） １０（41.7）
爽快な気分である 1２（50.0） ８（33.3） ４（16.7）
ゆったりとしている 1４（58.3） ４（16.7） ６（25.0）
思いわずらっている ５（20.8） 1０（41.7） ８（33.3）
はつらつしている 1０（41.7） ７（29.2） ７（29.2）
落ち藩いている 1４（59.3） ２（8.3） ８（33.3）
くよくよしている ６（25.0） ８（33.3） 1０（41.7）
すっきりしている 1１（45.8） ７（29.2） ６（25.0）
穏やかな気分である 1５（62.5） ４（16.7） ５（20.8）
心配である １０（41.7） ４（16.7） 1０（41.7）
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（４）実習授業の!：1覚的効果
学期終了後に実習の自覚的効果についての調査結果は，表12に示したとおりである。各設俄
に対して①「全く当てはまらない」と②「あまりあてはまらない」を「あてはまらない｣，
③「少し当てはまる」と④「よくあてはまる」を「あてはまる｣，中間を③「変わらない」に
３分類してみた。
その結果．４「心身ともに爽快になった｣，１３「健康が充実してきた」１７「気分が爽快になっ
表１２学期後における実習（運動）の自覚的効果 (％）
項日 当てはまる④⑤ 変わらない③ 当てはまらない①②
ｌ身がかるくなった 37.5 37.5 25.0
２食事がおいしくなった 29.3 45.8 25.0
３疲れがなくなった 20.8 41.7 41.7
４心身ともに爽快になった 58.3 20.5 20.6
５快眠できるようになった 33.3 41.7 25.0
６体飯が減少した 25.0 41.7 33.3
７冊の調子がよくなった 4.2 54.2 41.7
８便秘がよくなった 4.2 54.2 41.7
９働く意欲が湧いてきた 16.7 66.7 16.7
１０風邪をひかなくなった 16.7 41.7 41.7
１１息切れをしなくなった 25.0 37.5 37.5
１２腹痛がなくなった 20.8 50.0 ２
１３健康が充実してきた 58.3 16.2 33.3
１４肩こりがなくなった 12.5 50.0 37.5
１５脚の州みがなくなった 25.0 29.2 45.8
１６朝早く起きられるようになった 8.0 50.0 41.7
１７気分が爽快になった 54.2 20.8 25.0
１８充実感を覚えるようになった 45.2 25.0 29.2
１９身体の動きがかるくなった 20.8 58.3 20.8
２０仕事の疲れが残らなくなった 16.7 37.5 45.8
２１性欲が噸した 4.2 45.8 50.0
２２人に対して親切になった 41.7 41.7 16.7
２３何事にも秋極的になった 29.2 41.7 29.2
２４清潔になった 29.2 37.5 33.3
２５気になることが少なくなった 12.5 45.8 ４１．７
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た」など心理的効果をあげるものが50％以上もいたのに対し，「胃の調子」や「便秘」をはじ
め「風邪｣，「身体の動き｣，「疲れ」など身体的な要因には40％以上が否定的であった。以上
の結果から，心理的な要因には好ましい影響が多く見られたものの，身体的な面では好ましい
影響をあげるものより，否定的影響を挙げる比率が多い結果となった。
(5)実習前後の精神的健康パターンの変化
実習期間の前後にみられた精神的パターンの変化では，表13のとおり「はつらつ型」が４人
減少し，「へとへと型」が３人増加していた。平均値でみたストレスの下位尺度の変化は図４
のとおり，心理的，社会的ストレスの変化はほとんど見られなかったが，身体的ストレスには
大きな増加が見られた。また，ＳＣＬとＱＯＬの変化は図５に示したように，ＳＣＬは大きく増加
したのに対し，ＱＯＬの変化はほとんど認められなかった。以上から，本実習によるストレス
解消には明確な効果は認められず，むしろ身体的ストレスは増加する傾向にあった。ただ，調
査時期が４月と７月末であったことも配慮すべきである。猛暑の気候条件や期末試験の直前と
いう就学状況や学生生活全般との複合的に生じた結果であることも考慮すべきであり，今後の
検討課題である。
表１３実習前後の精神的パターンの変化
1８
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（６）ソーシャルスキルの実習前後の変化
ソーシャルスキル尺度の35項目を４件法で点数評価し，各尺度別にまとめたものが表14であ
る。これによると実習前後で最も大きな変化が見られたのは「解読」で，「表情やしぐさで相
図５ＳＣＬとＱＯＬの変化
５２．２
－
前（４月）
?（???）?
Ｈ心理的ストレス
●一一●社会的ストレス
←▲身体的ストレス
（???）?
前（４月）
1４
1２
月）後（７月 後（７
図４ストレス下位尺度の変化
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手の思っていることが分かる」が大きく増加しているのが特徴的である。次に「主張性｣で｢相
手と意見が異なることをさりげなく示すことができる」もプラス変化で．「どんなに親しい人
に頼まれても，やりたくないことははっきり断る」は減少している。以上からみて，人間関係
が密になり相互理解が深まったことを示しているものと推測される。
２つの尺度で増加し，１つの尺度で減少している結果であったが，精神的健康パターンと同
様に，ここで結論を出すのは早計であり，今後の継続調査を要すると思われる。
表１４成人用ソーシャルスキルテスト自己評定尺度（平均）
尺度項目 実習前 実習後 変化
関係開始８項目 2.34 2.29 －０．０５
解読８項目 ２3０ 2.77 0.47
主張性７項目 ２2１ 2.49 ０．２８
感情統制４項目 ２5１ 2.52 ０．０１
関係維持４項目 ２9７ 2.73 -0.24
記号化４項目 2.73 268 －０．０５
(7)実習後の授業に対する印象と感想
①実習後の授業に対する印象と評価
実習後の授業評価の一環として，授業の印象と感想を各々自由記述で書いてもらい．それを
まとめたのが表１５である。
表１５授業の印象と評価
※好意的な評価
．痛いイメージから楽しいイメージに変わった。
いろいろな技を覚えて大変興味を持つようになった。
柔道はやや不安であったが，護身術は向き合う場面が多く安心感があった。
技には無駄な動きがなく，ストレス解消や気分転換になった。
礼儀作法の重要さを改めて痛感した。
相手への気配りの大切さを実感した。
技術指導の方法や進行のペースが適切であった。
日常生活面でも，なにかと充実感を覚えた。
※改善または要望事項
・最初は不安で怖さもあった。
Ｄ＝－－－－－－一一＝ー‐ー｡‐‐一一ー‐一ーーーーー‐＝ーーー＝‐‐｡‐ーー‐一一
・柔道ではもっと多くの技を習い，乱取も多くやりたかった。
P‐‐‐‐‐ー‐-－－－一一一一ー一‐＝＝‐‐一一一ー＝ーーー＝ーーー一ーー‐＝一つ一一一一一ーーーーーー＝＝ーーー＝ーーーーーーーーｰー‐‐‐‐一一‐‐‐ー＝q
・技を掛けるタイミングがよくできなかった。
・女性や初心者に対する配慮をもっとしてほしい。
Ｐ‐一一一一‐ー－－一一－－－－-－一一‐つー‐一一一一ーーーーーーーー-－＝ｰ‐‐‐‐●‐ー‐ー‐‐一一
・道場内の換気と整理・整頓を望みたい。
道場内が暑苦しかった。
好意的な印象としては，「楽しいイメージへの変化」や「興味の増加」と「安心感」や「ス
トレスの低下」のほか「礼儀作法」の大切さと相手への「気配り」の大事さ等があげられ，好
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影響であったことが示唆された。一方，改善又は要望事項としては「最初の不安と怖さ｣，「女
性や初心者に対する配慮｣，柔道経験者の意見としては「多くのわざと乱取もやりたかった」
等，個別的な対応を望む声があった。また，道場内の「整理整頓」と「暑苦しさ」をあげる者
も多く，盛夏時の授業の対応として，今後の授業改善に大いに参考とすべき意見がみられた。
②授業後の感想文
レポート形式で提出してもらった感想文では，全員が積極的に感想を述べていたが，いずれ
も実習授業の前に比べ興味と魅力を体感し，満足と充実感を味わっている状況がうかがわれ
た。ここでは男女の代表２名の感想文を取り上げてみたが，２人ともに授業に対する熱意と積
極的な態度が感じられた。また，よく授業を観察している状況が窺われ，授業評価とともに今
後の授業改善や授業のあり方に大いに参考となるものであった。
例ｌの女性は，最初の不安から多くの経験と学びに発展，経験者の自由練習では柔道の技に
感激，護身術では女でも身を護る術があることに感動している姿が印象的である。最後に，受
講して一番よかったこととして「こころ」の成長ができたこと，やることへの「勇気とチャレ
ンジ精神」を育てることにつながったことを喜び，これからの成長のために精進する決意を述
べている。ここには，感情と心理的な面での大きな成長を見ることができる。
例２の男性は，当初から事件や事故から身を護る護身術に興味を持って受講した学生であ
る。柔道と護身術を並行して学ぶ過程で，技術面だけでなく，礼儀も身につき人間的な向上に
も意義があったことを述べている。また，仲間とのコミュニケーションを取ることで，友達の
輪が広がりやすい環境であったことや，柔道・護身術の練習は相手との相互依存によって成り
立ち，安全性や技能習得に「気配り」が必要なことを実感している姿を見ることができる。こ
こには，柔道・護身術の練習過程で興味と冒険心を体感し，相互理解を深めることによって，
心理社会的側面において，人間的成長を促す大きな要因があることを示唆しているものと見ら
れる。
例１「柔道と護身術を通して気付いたこと」社会福祉学科２年女性Ｔ・Ｆ
私は今回．柔道も護身術も始めての経験だった。何もかもが初めてであり，最初は不安であっ
たが,多くのことを発見し，よい経験や学びにつながった。柔道では.体捌きをしっかりすれば，
自然と技が決まることに感動し，また生まれつき体の硬い私が，柔道をしていて受身を取るの
に一度失敗し，腰を少し痛めてから柔軟性の大切さを実感した。更に，先生が説明された柔道
は柔術からの長い歴史があり，人々が昔から今へと伝えられたという事実に，いまやオリンピッ
ク競技の一つになっている柔道の奥深さを感じずにはいられなかった。
柔道経験者による自由練習を見たときは，柔道の技の美しさに目を奪われさえした。護身術
ではすぐにでも覚えられるもの，少し複雑な動きのものまでいくつもあったが，どれも現代で
も応用していけるものばかりでとても役にたつと思った。また，何よりもすばらしいと思った
のが，女の細腕でもしっかりと身を守る術があると学べたことだ。先生が，柔道は中学や高校
でやっている人が多いから，大学では護身術を取り入れたとのことだったが大成功であったと
思う。
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最後に．私がこの科目を一番よかったと思っているのは，心が成長できたと思えた点だ。柔
道も護身術も初めてで．最初は怖かったがやってみようという勇気と．できたときの「やれば
できる」というチャレンジ糟神を育てることにつながり，その気持ちの持ちようは．どの科目
にも応用できる。それが本当によかったのだ。
これからも．講義で学んだことを生かし，より自分の成長のために糟進していこうと考てい
る。
例２「柔道・護身術を学んで」経済学科１年男性Ｈ・Ｋ
この柔道・護身術では，護身術に興味があり，また自分の身に何か起きた時のために護身術
で事故を防衛できればいいという理由で選びました。
柔道と護身術を並行して学ぶことができるので．技術的な面の向上だけでなく，礼儀も自然
に身について．人間的にも向上してとてもやりがいのある授業だと思います。
また．この授業は，初心者に合わせた授業内容で行なっており，柔道の基礎から学べて初心
者に近い自分にとってはありがたいことでした。
他の受講生とコミュニケーションを取ることにより，友達の輪が広がり．打ち解けた感じで
稽古ができて．学びやすい環境だと思います。また．柔道では形的な練習をするなど．安全面
を配慮しているなと感じました。護身術の練習では，事前に映像で技を確認して．そのあと先
生による実演でとても分かりやすいと思いました。
柔道・護身術の練習は，一人ではできず，組む相手がいるからこそできると思います。相手
が技を掛けやすいように気配りするなど，相手のことを思いやって練習をし，互いに向上して
いくことが大事だと思います。この授業を選んでよかったと思います。
５）今後の課題と展望
戦後の学校体育において，柔道は選択教材として採用されて以来，格技の必修化や武道館の
建設，格技から武道への名称変更など競技化と国際化を中心に推移してきたといえる。大学で
の柔道実習も中学，高校の指導を踏襲してきたと言っても過言ではないであろう。
先般，日本学生柔道連盟と全国大学体育連合に加盟している大学を調査した結果によれば，
共通教育での柔道実施校は課外活動実施校31校のうち約４割の11校であり，この中で護身術を
取り入れているところは３大学のみであった。また，指導者のコメントには柔道の受講希望者
が少なく，授業存続の危機を嘆く例も数多くみられる状況であった。
柔道のイメージは「痛い」「きびしい」「礼儀作法」などがあげられ，他のスポーツにみられ
る「楽しい」「おもしろい」「かっこよい」などはほとんど見当たらない。大学での柔道実習の
希望者が少ない現状も納得できる状況である。
大学での柔道実習では，楽しさ安全性スリル感の体験等を配慮して指導内容と指導方法
を抜本的に見直し，創造的なプログラムを具体化する必要があるといえる。
学生の興味・関心を尊重しながら，安全の確保を図り，魅力的な技術とスリルを体感するこ
とのできるような柔道授業であることが大学柔道の再生への道と言えるであろう。ここには，
競技柔道のほかに，柔道の魅力を引き出す，再生への大きな可能性があると見られる。
4５
国際文化学部論集第12巻第１号（2011年４月）
今回の受講者の感想文から見ても，「興味，関心」の高まりだけでなく，「相手への気配り」
や「心の成長」の実感，あるいは「チャレンジ精神」を身に付けた喜びなど具体的で説得力の
ある意見と感想を読み取ることができる。
現代学生の健康問題，なかでもメンタルヘルスの問題や社会人基礎力としての「生きる力」
や「就業力」育成の観点からみても，感想文にみられる「人間的な成長」と仲間との「コミュ
ニケーション」による「友達の輪の広がり」などの成果は柔道・護身術の練習過程で得られる
体育教材としての意義を見事に裏付けているものとみられる。
今後の大学体育における柔道の実習授業は中学校，高等学校の競技柔道としての延長ではな
く，学生の発達段階や社会的ニーズに対応した独創的な創意工夫が必要であり，安全柔道，護
身柔道，融合柔道，みんなの柔道，生涯柔道コミュニケーション柔道等の視点からの取組み
が必要であろう。今回の護身術の導入は男女差，体力差，技能レベルに関係なく現代社会の
ニーズに対応しうる安全教育の一環として，また，心理社会的効果を目指すには最適な教材の
一つとして位置づけることができよう。
中学校体育に武道の男女必修化が制度化された現在，大学においても容易に受け入れやすい
魅力的な柔道授業の目標，内容，方法の研究と独創的なプログラム開発は早急に取り組むべき
課題である。そのことを実習授業への要望と感想文はメッセージとして送っているものと受け
止めたい。
おわりに
柔道と護身術の融合実習を15回にわたって実施し，学生評価，感想文及び心理社会変数を用
いて指導効果を検討してみた。その結果，学生評価では護身術と身体活動への興味関心が高ま
り，受講に対して充実感を覚え，満足の状態にあるものが多い傾向にあった。一方，心理社会
変数からは，一時的な自覚や感情的な側面ではいくつかの項目で明らかに効果を見ることがで
きたが，恒常的な心理社会的効果は確認するまでには至らなかった。調査が短い期間であった
ことや比較対照するグループの設定ができなかったこと。また，人の′性格や精神パターンが，
短期間の運動経験のみによって容易には変化しないことを示唆しているものと受止めたい。
今後の課題として，比較できる対照グループを作り，長期にわたる継続研究が必要である。
また，今回は調査結果の分析において有意義検定までには至っておらず再検討が必要である。
この調査研究はＦＤ活動の一環として，九州地区大学体育連合のプロジェクトチームのメン
バーとして企画研究に加わった時の報告がベースになっている。学校体育に武道教育を，なか
でも大学体育において独創的な柔道の再生，復活を図るための今後の課題研究の参考になれば
幸いである。
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